






































スピン 整 数 半 整 数
この性質は,問題とする同種粒子が,(i)基本的な粒子または場から構成されたものであろうが,1)2)3)ぁ






























J-m(xi- y妄)+m′(x′y′- y′妄 ′) -L十 L′+αTi
(1.5)
ただし, L- xpy-ypx, L′- x′p'y- y′p壬














































































[I] k喜一宕2-m2 (m>o),スピンS(S;実数 ),
[Ⅱ] 汰.2-E2-0, スピンS (一言<S≦去)
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スピンS 整 数 半 整 数 otherwise
舵 .計 ~ボーズ フエルミ, nosolution
スピンS 整 数 半 整 数 otherwise




























8)大貫義郎 『ポアンカレ群 と波動方程式』岩波書店 (1976),Englishversion(trams.byS.Kita-
kadoandT.Sugiyama)World ScientificPub.inpress.
9)Y･OhnukiandS.Kamefuchi,tobepublished.
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and
SupersyzDnetricQuantunXechanics
阪 大 ･氏 CNP 飯 田 晋司
立 命 館 大 ･理 工 倉 辻 比 呂志
量 子 断 熱 位 相 (Berry phase以 下 Fと記 す )は 量 子 力 学 の 断 熱 定 理 に於 い て
見 い た さ れ た幾 何 学 的 性 質 を持 つ 位 相 因 子 で あ る｡ 時 間 スケ ー ル の 異 な る運 動
が 互 い に結 合 し た系 を 考 え る｡ rを含 ん だ断 熱 定 理 を 用 い て 速 い 変 数 を消 去 す
る と遅 い 変 数 に 対 して Fを 伴 っ た量 子 力 学 を得 る｡ 我 々 は こ の 量 子 断 熱 位 相 を
伴 っ た量 子 力学 に於 い て rが どの よ うな 役 割 を 果 たす か につ い て研 究 を行 っ て
き た｡ 日 ~2:.研 究 会 で は rを伴 っ た量 子 力学 が そ の 特 殊 な 場 合 と して 超 対 称 性
を 持 つ量 子 力学 3'を導 く事 を報 告 し ま し た｡
詳 し くは ref.4) を 御 参 照 下 さ い｡
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